
大
会
は
冒
頭
一
分
間
の
黙

祷
後
、
中
島
副
委
員
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
代
議
員
定
数

31
名
中
30
名
の
出
席
を
確
認

し
て
大
会
の
成
立
を
確
認
。

議
長
団
に
は
、
議
長
に
丸

谷
（
宮
城
）
、
副
議
長
に
は

吉
田
（
福
島
）
両
代
議
員
を

選
出
し
た
。

地
本
を
代
表
し
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
橋
本
委
員
長
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

報
告
と
各
地
か
ら
の
支
援
に

対
す
る
感
謝
と
お
礼
を
述
べ

た
後
、
山
積
す
る
諸
課
題
の

前
進
に
向
け
、
こ
の
24
年
間

の
闘
い
の
教
訓
を
活
か
し
、

強
く
歩
み
出
す
決
意
を
本
大

会
で
固
め
合
う
こ
と
を
訴
え

た
。
【
左
囲
み
に
要
旨
】

来
賓
か
ら
は
多
く
の
方
々

よ
り
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
東

日
本
本
部
を
代
表
し
高
野
委

員
長
は
、
東
日
本
大
震
災
と

反
原
発
の
問
題
に
触
れ
た
後
、

①
JR
不
採
用
問
題
に
つ
い
て

②
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
組

み
に
つ
い
て

③
健
全
な
労
使
関
係
と
、
安

全
安
定
輸
送
を
確
立
す
る
取

り
組
み

④
三
島
貨
物
問
題
・
人
事
賃

金
制
度
・
グ
ル
ー
プ
会
社
と

一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の

さ
ら
な
る
改
善
等
に
つ
い
て

述
べ
た
。

ま
た
各
地
方
本
部
等
よ
り

寄
せ
ら
れ
た
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
婦
人
部
長
よ
り
紹
介
さ

れ
た
。

議
事
に
入
り
、
締
結
し
た

協
約
を
五
十
嵐
書
記
長
が
報

告
。
10

年
度
決
算
報
告
を

中
島
財
政
部
長
が
行
い
、

阿
部
会
計
監
査
委
員
が
監

査
報
告
を
行
な
っ
た
。

更
に
会
館
事
業
報
告
と
予

算
報
告
を
中
島
事
務
長
が

提
案
。
10

年
度
活
動
経
過

報
告
と
11

年
度
運
動
方
針

は
五
十
嵐
書
記
長
が
一
括

提
案
し
た
。

協
定
・
決
算
・
会
館
に
対

す
る
質
疑
で
は
我
妻
代
議

員
が
発
言
。
執
行
部
の
答

弁
後
に
協
定
・
決
算
を
承

認
し
、
休
会
と
な
っ
た
。

議
事
に
先
立
ち
機
関
紙
表

彰
が
行
わ
れ
、
東
北
工
事

事
務
所
分
会
の
「
ろ
ば
た
」
、

郡
工
支
部
の
「
郡
工
情
報
」
、

郡

工

支

部

貨

物

分

会

の

「
分
会
通
信
」
、
仙
総
支

部
組
立
分
会
の
「
ガ
ン
バ

組

立

」

、

仙

総

支

部

の

「
団
結
」
、
郡
山
駅
連
合

分
会
の
「
分
会
情
報
」
が

議
長
よ
り
紹
介
さ
れ
、
優

良
表
彰
を
受
賞
し
た
。

そ
の
後
、
経
過
に
関
す
る

質
疑
で
は
、
桜
井
代
議
員

が
発
言
、
五
十
嵐
書
記
長

の
答
弁
を
経
て
、
経
過
承

認
が
行
わ
れ
た
。
引
き
続

き
、
予
算
・
運
動
方
針
に

対
す
る
質
疑
が
再
開
さ
れ
、

二
日
間
で
22

名
が
積
極
的

に
発
言
。
執
行
部
の
答
弁

後
、
二
日
間
の
発
言
を
受

け
て
の
書
記
長
集
約
が
行

わ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
11

年
度
運
動
方
針
と
予
算
が

承
認
さ
れ
た
。
ス
ト
権
一

票
投
票
で
は
出
席
代
議
員

31

名
全
員
の
賛
成
で
ス
ト

権
を
確
立
。

続
い
て
の
役
員
改
選
で
は
、

委
員
長
に
二
名
が
立
候
補

し
、
投
票
の
結
果
、
大
沼

元
氏
が
新
執
行
委
員
長
に

選
出
さ
れ
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
曽
我

副
委
員
長
が
行
い
、
大
沼

新
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
散
会
し
た
。

（
※
代
議
員
の
発
言
等
に

つ
い
て
は
別
途
機
関
紙
で

周
知
す
る
）
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8
・
27
‐
28

福
祉
問
題
学
習
会
・
慰
労
会

8
・
31

第
12
回
執
行
委
員
会

9
・
4

第
27
回
安
プ
ロ
・
第
18
回
各
支
部
業
長
会
議

9
・
6
‐
7

第
25
回
国
労
東
日
本
本
部
大
会

9
・
10

第
37
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

9
・
10
 

 
婦
人
部
常
任
委
員
会

9
・
14

 
第
13
回
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議
・
 

会
館
運
営
委
員
会

9
・
19

 
全
国
貨
物
協
議
会
定
期
委
員
会

10
・
2
‐
3

第
66
回
定
期
地

 
地
方
本
部
は
第
66
回
定
期
地
方
大
会
を
10
月
2
・
3
日
の
両

日
、
秋
保
緑
水
亭
に
お
い
て
開
催
し
た
。

 
大
会
で
は
、
JR
不
採
用
問
題
の
総
括
は
じ
め
と
し
て
、
労
働

条
件
改
善
、
安
全
問
題
、
組
織
強
化
拡
大
な
ど
諸
課
題
に
つ
い

て
白
熱
し
た
議
論
が
行
わ
れ
、
運
動
方
針
な
ど
全
議
案
を
承
認
、

決
定
し
た
。

▼
東
日
本
大
震
災
。

多
く
の
命
と
生
活

が
奪
わ
れ
た
。
支
社

内
で
は
社
員
全
員
の

無
事
が
確
認
さ
れ
た

が
、
盛
岡
と
水
戸
地
本
で
各

１
人
の
組
合
員
が
死
亡
。
仙

台
地
本
で
は
6
人
の
組
合
員

が
家
族
の
命
を
奪
わ
れ
、
本

人
負
傷
2
人
、
家
族
負
傷
1

人
、
家
屋
全
壊
・
半
壊
・
床

上
浸
水
２
６
４
件
、
床
下
浸

水
6
件
、
一
部
損
壊
４
５
３

件
、
家
財
の
被
害
１
５
８
件

の
被
災
状
況
だ
が
、
全
国
各

地
か
ら
多
く
の
支
援
物
資
と

義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
被

災
し
た
組
合
員
、
他
労
組
、

避
難
所
に
も
届
け
ら
れ
、
国

労
の
団
結
が
再
確
認
さ
れ
た
。

だ
が
福
島
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
能
汚
染
で
は
、
会
社
は

国
の
基
準
を
楯
に
組
合
員
家

族
の
不
安
を
一
蹴
。
取
組
み

を
強
化
す
る
。

▼
JR
採
用
差
別
問
題
。
JR
各

社
の
厚
い
壁
に
阻
ま
れ
断
腸

の
思
い
で
雇
用
を
断
念
。
全

国
大
会
で
終
結
を
確
認
し
た
。

地
方
本
部
も
6
人
の
闘
争
団

員
を
抱
え
奮
闘
し
て
き
た
だ

け
に
悔
し
い
が
、
新
た
な
人

生
に
踏
み
出
す
こ
と
を
見
守
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
今
日
ま
で

の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
闘
い

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大

労
働
委
員
会
闘
争
を
積
み
上

げ
、
差
別
の
排
除
と
健
全
な

労
使
関
係
の
確
立
を
求
め
て

き
た
。
そ
し
て
東
会
社
で
06

年
11
月
、
貨
物
で
は
08
年
3

月
に
一
括
和
解
が
成
立
、
公

平
・
公
正
な
人
事
運
用
が
約

束
さ
れ
た
が
、
職
場
で
は
和

解
の
趣
旨
が
徹
底
さ
れ
て
お

ら
ず
、
差
別
感
が
残
る
。
一

部
労
組
に
偏
っ
た
労
務
施
策

を
排
し
、
健
全
な
労
使
関
係

の
確
立
を
訴
え
る
。
そ
の
意

味
で
も
組
織
強
化
・
拡
大
は

重
要
。
国
労
が
職
場
の
中
で

遠
慮
せ
ず
、
し
っ
か
り
闘
う

こ
と
だ
。

▼
統
一
地
方
選
挙

佐
藤
団
長
の
引
退
は
あ
っ

た
が
、
議
員
団
全
員
が

当
選
し
た
。
政
治
の
混

迷
に
あ
っ
て
も
諸
税
金
引
上

げ
や
憲
法
改
正
の
動
き
は
進

ん
で
い
る
。
宮
城
・
福
島
県

議
会
議
員
選
挙
で
推
薦
候
補

者
の
必
勝
を
。
24
年
間
の
闘

い
の
教
訓
を
活
か
し
、
強
く

歩
み
出
す
決
意
を
本
大
会
で

固
め
合
う
こ
と
を
訴
え
る
。

来
賓
挨
拶

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党相

沢

和
紀

☆
日
本
共
産
党五

島

平

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

菅
原

晃
悦

☆
宮
城
県
交
運
労
協

吉
本

淳

☆
東
北
労
金
宮
城
県
本
部

鈴
木
富
士
夫

☆
全
交
共
済
生
協

佐
藤

勝
雄

☆
退
職
者
の
会
仙
台
地
連

亀
山

健
司

☆
国
労
議
員
団佐

藤

幸
夫

☆
国
労
東
日
本
本
部

高
野

苗
実

☆
国
労
東
北
協
議
会

瀬
下

一
司

☆
国
労
音
威
子
府
闘
争
団

金
児

順
一

関
野

政
幸

☆
国
労
仙
台
闘
争
団

高
橋

敏
夫

佐
藤

正
則

佐
藤

昭
一

上
遠
野

武

菅
原

芳
子



執
行
委
員
長

大
沼

元
（
新
）
宮

城

執
行
副
委
員
長

中
島
利
彦
（
再
）
宮

城

歌
川

弘
（
新
）
福

島

書
記
長

五
十
嵐
敬
（
再
）
福

島

執
行
委
員

曽
我
浩
之
（
新
）
宮

城

武
田
昌
仙
（
再
）
山

形

佐
藤

勝
（
再
）
宮

城

千
葉

弘
（
新
）
宮

城

原
子
清
貴
（
新
）
仙

総

会
計
監
査
員

本
田
要
一
（
再
）
郡

工

千
葉
祐
悦
（
再
）
宮

城

新
田
順
一
（
新
）
自
動
車

婦
人
部
長

真
砂
久
子
（
再
）
宮

城

特
別
執
行
委
員

秋
山

正
浩

宮

城

小
檜
山
広
幸

福

島

原
田
好
太
郎

山

形

橋
本

守
弘

郡

工

佐
藤

浩
二

自
動
車

庄
司

修

仙

総

宮
城
県
支
部
（
9
名
）

大
友

清
孝
（
仙
台
駅
連
）

丸
谷

豊
美
（
仙
台
保
線
区
）

斎
藤

祐
一
（
仙
台
建
築
区
）

板
橋

英
一
（
仙
台
信
通
区
）

結
城

好
哲
（
貨
物
宮
城
）

我
妻

美
津
男
（
仙
台
電
車
区
）

山
田

芳
夫
（
岩
沼
駅
連
）

佐
藤

敬
志
（
小
牛
田
駅
連
）

青
沼

寛
明
（
小
牛
田
運
輸
区
）

福
島
県
支
部
（
4
名
）

吉
田

浩
一

（
若
松
地
区
）

小
倉

正

（
郡
山
駅
連
）

小
檜
山
聡

（
郡
山
保
線
）

佐
々
木
勝
紀
（
福
島
地
区
）

郡
山
工
場
支
部
（
1
名
）

阿
部

政
雄

（
車
体
科
）

仙
台
総
合
車
両
支
部
（
3
名
）

渡
辺

一
則

（
台
車
）

桜
井

一
彦

（
組
立
）

高
橋

進

（
車
体
）

東
北
自
動
車
支
部
（
1
名
）

兜
森

秀
昭

（
秋
田
県
）

山
形
県
支
部
（
1
名
）

菅
野

聡
（
米
沢
連
合
）

10
月
15
日
、
面
白
山
高
原

に
お
い
て
、
仙
台
駅
連
合
、

仙
石
線
駅
連
合
、
山
形
県
支

部
合
同
に
よ
る
復
興
芋
煮
会

が
行
わ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
仙
台

駅
連
合
大
友
委
員
長
は
、

「
震
災
で
皆
さ
ん
苦
労
さ
れ

た
と
思
う
。
今
日
は
大
い
に

交
流
し
、
懇
親
を
深
め
て
も

ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。

組
合
員
・
家
族
30

人
は

「
山
形
風
い
も
煮
」
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
仲
間
と
、
ま
た
初

対
面
の
仲
間
と
も
お
酒
の
力

で
意
気
投
合
。
仙
石
線
駅
連

合
の
千
葉
前
委
員
長
は
「
仙

10
月
7
日
、
松
島
チ
サ
ン

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
宮
城

県
大
郷
町
）
に
於
い
て
、
第

12
回
地
本
委
員
長
杯
ゴ
ル
フ

大
会
が
42
名
の
組
合
員
の
参

加
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
に
先
立
っ
て
、
参
加

者
一
同
は
、
3
・
11
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
長
の
大
村

恒
雄
さ
ん
（
仙
台
保
線
区
分

会
）
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
「
ゴ
ル
フ
が

出
来
る
こ
と
に
感
謝
し
、
怪

我
な
く
今
日
一
日
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」
と
開
会
の
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

青
空
の
下
で
の
プ
レ
ー
で

し
た
が
、
折
か
ら
の
強
風
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
い
つ
も

の
こ
と
な
の
か
、
ボ
ー
ル
が

真
っ
直
ぐ
に
飛
ば
な
い
組
合

員
や
超
攻
撃
的
な
グ
リ
ー
ン

の
設
定
に
て
こ
ず
り
、
右
に

左
に
2
往
復
し
て
い
る
組
合

員
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
厳
し
い
環
境
の

中
で
も
プ
ロ
級
の
腕
前
は
動

じ
る
こ
と
は
な
く
、
81
打
で

回
る
組
合
員
も
お
り
ま
し
た
。

お
待
ち
か
ね
の
表
彰
式
で

は
42
位
か
ら
順
に
発
表
さ
れ
、

最
後
に
今
年
の
栄
冠
を
勝
ち

取
っ
た
、
米
沢
連
合
分
会
の

蛭
川
浩
さ
ん
が
発
表
さ
れ
る

と
会
場
の
ム
ー
ド
は
最
高
潮

に
達
し
、
優
勝
者
で
あ
る
蛭

川
さ
ん
は
、
照
れ
な
が
ら
も

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
優

勝
カ
ッ
プ
と
豪
華
商
品
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

閉
会
で
は
、
第
66
回
地
方

大
会
で
新
委
員
長
に
選
出
さ

れ
た
大
沼
氏
が
、
「
闘
争
団

の
闘
い
は
全
国
大
会
で
終
結

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
運
動
の
柱
は
国
労
差

別
か
ら
の
真
の
脱
却
と
組
織

展
望
を
掛
け
た
組
織
拡
大
の

闘
い
で
す
。
日
常
の
労
働
条

件
改
善
の
闘
い
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
先
頭
で
地
方
本
部
は
奮

闘
し
ま
す
。
」
と
閉
会
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
【
元
】

第２６１３号 国労せんだい ２０１０年１０月２０
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▼
ト
ッ
プ
テ
ン

1

蛭
川

浩
氏（

福
島
地
区
）

2

谷
村
俊
則
氏（

仙
台
信
通
）

3

小
野
孝
一
氏

（
仙
・
宮
運
輸
区
）

4

伊
藤
拓
哉
氏

（
仙
台
建
築
区
）

5

山
崎

浩
氏

（
仙
台
建
築
区
）

6

青
野
恒
男
氏

（
仙
・
宮
運
輸
区
）

7

落
合

実
氏

（
仙
台
駅
連
）

8

木
村

真
裕
氏

（
小
牛
田
運
輸
区
）

9

松
本
雅
裕
氏

（
仙
台
建
築
区
）

10

白
鳥
勝
則
氏（

仙
台
駅
連
）

日
時

11
月
26
日
（
土
）
11
時

場
所

桜
田
門
外
「
時
計
台
」

前
集
合

参
加
申
し
込
み
は
地
本

ま
で
！

退
職
の
お
知
ら
せ

7
月
31
日
付

大
橋

利
明
さ
ん

郡
工
装
置
科
分
会

エ
ル
ダ
ー
退
職

金
田

勝
美
さ
ん

東
北
バ
ス
青
森

エ
ル
ダ
ー
退
職

8
月
31
日
付

田
中

定
男
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ

大
友

孝
一
さ
ん

仙
台
病
院

退
職

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

台
・
仙
石
線
分
会
の
懇
親
会

の
始
ま
り
は
『
鍋
を
囲
む
会

が
ル
ー
ツ
』
と
歴
史
を
紹
介

し
て
く
れ
た
。

秋
空
の
下
、
久
し
ぶ
り
に
出

会
っ
た
組
合
員
た
ち
は
、
職

場
の
話
題
は
勿
論
、
趣
味
や

家
族
、
労
働
運
動
の
こ
と
な

ど
、
大
い
に
語
り
合
い
、
盛

会
の
内
に
終
了
。
最
後
に
山

形
連
合
佐
藤
委
員
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
散
開
し
た
。

な
お
、
懇
親
が
足
り
ず
、
面

白
山
高
原
駅
か
ら
山
形
駅
に

向
か
っ
た
仙
台
方
面
の
仲
間

も
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。

【
敬
称
略
】

前
宮
城
県
議

岸
田

清
実

秋
田
地
本

瀬
下

一
司

高
崎
地
本

横
塚

正
雄

千
葉
地
本

小
林

春
彦

新
潟
地
本

関
川

和
彦

水
戸
地
本

大
和
田

享

近
畿
地
本

園

秀
樹

東
京
地
本

鎌
田

博
一

近況報告する仲間たち

優勝した蛭川氏（右）と大村実行委員長


